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2012 年 5 月 7 日 

 

世代間問題研究機構 2011 年度事業報告 
 

Ⅰ．連携融合事業 

 

１． 教員の受け入れ 

① 専任教員［継続］ 

  稲垣誠一教授（厚生労働省）小黒一正准教授（財務省）小林慶一郎教授（経済産業省） 

堀雅博教授（内閣府） 

② 特任教授［継続］ 

  高山憲之（（財）年金シニアプラン総合研究機構研究主幹） 

③ 特任講師［継続］ 

西沢和彦（（株）日本総合研究所・主任研究員） 

④ 外国人特任教授 

  Peter Heller （ジョンズ・ホプキンス大学） 

  ⑤ 研究機関研究員［新規：2011 年 10 月～］ 

  藤井真由 

 

２．国際共同研究の実施 

  テーマ：マイクロデータ分析手法を活用した労働・税制・社会保障制度に関する研究 

主 催：内閣府経済社会総合研究所（研究代表者：小塩，担当はメンバー全員） 

  研究成果報告会：2012 年 2 月 23 日，於内閣府→ 報告書（近刊） 

 

３．国際ワークショップの開催（担当：青木） 

  テーマ：標準と技術のライフサイクル，世代交代と周辺課題 第 4 回国際ワークショ

ップ 

共催：経済産業研究所（RIETI） 

  2012 年 4 月 12～13 日，於一橋大学マーキュリータワー7 階会議室 

  詳細は http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/society/conferences-houtokeizaigaku.html 参照。 

 

４．日本総合研究所との共催シンポジウムの開催 

テーマ：税・社会保障改革の遂行に向けて 

  2011 年 9 月 15 日（担当：小塩・小黒・西沢），経団連会館・国際会議場 

    詳細は http://www.jri.co.jp/page.jsp?id=19977 参照。 
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５．厚生労働科学研究費補助金・政策科学総合研究事業 

  「ダイナミック・マイクロシミュレーションモデルによる所得保障施策の評価・分析に

関する研究」の実施（研究代表者：稲垣誠一，研究分担者：高山・小塩・堀） 

 

６．経済産業研究所（RIETI）との間の調査協力 

  第 1 回 JSTAR：データ公開中 

 

II. 世代間問題研究会の開催 

 

第 40 回（2011 年 6 月 1 日）Galina Besstremyannaya 

（ロシア科学アカデミー中央数理経済研究所） 

第 41 回（2011 年 6 月 22 日）石田良（財務総合政策研究所） 

第 42 回（2011 年 7 月 20 日）稲垣誠一 

第 43 回（2011 年 12 月 7 日）Peter Heller（Johns Hopkins University） 

第 44 回（2012 年 1 月 11 日）藤井麻由 

第 45 回（2012 年 2 月 29 日）堀雅博 

詳細は http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/society/conferences-sedaikan.html 参照。 

 

III. 公開講座 

 
一橋大学秋季公開講座（全 4 回） 
「日本の暮らしの現状と未来―経済研究所・世代間問題研究機構の研究成果から―」  
2011 年 10 月 1 日（土）～10 月 22 日（土） 

（担当：小塩・稲垣・小黒・青木） 

詳細は http://www.hit-u.ac.jp/extramural/open_lecture/index.html 参照。 

 

IV. ディスカッションペーパーの刊行 

 

No.516～No.548（33 本） 

詳細は http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/publication/cis/2011.html 参照。 

 

V．決 算  

 

事業コード 事業名称 予算額 執行額 残額  執行率
506000 世代間問題研究機構 40,000,000 40,000,000 0 100.00

計 40,000,000 40,000,000 0 100  

http://www.hit-u.ac.jp/extramural/open_lecture/index.html


3 
 

Ⅵ. 個人別の事業報告・研究実績 

 

青木玲子 

 

① 論文 

（査読制度つき雑誌・単行本に掲載されたもの） 

青木玲子 「科学技術イノベーション政策の経済学」『経済研究』62 (3), pp.270–280.  

Oguro, K., M. Shimasawa, R. Aoki, and T. Oshio, “Demographic change, intergenerational altruism, and fiscal 

policy: A political economy approach,” Studies in Applied Economics, 6, forthcoming. 

（その他のもの） 

青木玲子 「ドメイン投票方式と所得再分配」青木玲子・浅子和美 編著 『効率と公正の経済分析』 ミネル

ヴァ書房 

② 書籍 

青木玲子・浅子和美 編著 『効率と公正の経済分析』 ミネルヴァ書房，2012 年 3 月 29 日． 

③ DP 

Aoki, R. and R.Vaithianathan, “Intergenerational Voter Preference Survey: Preliminary Results,” PIE/CIS DP-539, 

February 2012. 

Aoki, R., “The 4th Science and Technology Basic Plan: A National Innovation System for New Challenges: Role of 

East Asia and Small & Medium Business,” PIE/CIS DP-534. January 2012. 

Demeny, P., Aoki, R., Makihara, I., Ushio, J.,Yanagawa, N. “Demeny Voting and Its Impact: NIRA Round-Table 

March 10, 2011” PIE/CIS DP-520, 2011 年 6 月. 

青木玲子・R.ヴァイサニアサン 「世代間の政治経済―選挙に関するアンケート結果から」PIE/CIS DP-540. 2012

年 2 月. 

青木玲子・笹原彰 「知的財産に関する行政裁判の実証分析―勝訴確率と代理人の数、審査期間の間の因果

関係について」PIE/CIS DP-540. 2012 年 2 月。 

④ 国際学会での報告 

Aoki, R., “Product Customization in the Spokes Model” University of New South Wales Workshop on 

International Trade and Industrial Organization, Sydney, 2-3 August 2011. 

Aoki, R., “Patent Pools,” presented at Workshop on the Innovation Pool in Australian Biotechnology, Faculty of 

Law, University of Tasmania, 15-16 December 2011. 

Aoki, R. and R.Vaithianathan, “Intergenerational Voter Preference Survey: Preliminary Results,” Workshop for 

the International Collaboration Project: Studies on Labour, Tax, and Social Security through the Method of 

Microdata Analysis, Economic and Social Research Institute, Cabinet Office, Government of Japan, Tokyo, 

February 23, 2012. 

Aoki, R., “An Economic Analysis of Patent Law Exemption for Research on a Patented Invention” SEEK 

Conference Program “The Green Growth Challenge”, ZEW Mannheim 9-10 March 2012.  
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⑤ 講演等 

青木玲子「災害復興と数学連携」（招待講演）九州大学マス・フォア・インダストリ研究所開所式，福岡

市，2011 年 4 月 5 日． 

青木玲子「一人一票ＹＥＳ！」（パネリスト）グロービス経営大学院第 10 回ＹＥＳ！ナイト，2011 年 7

月 29 日． 

青木玲子「次世代の代表－世代間問題の政治経済学的アプローチ－」一橋大学 ・平成 23 年度秋季公開

講座 ，2011 年 10 月 22 日． 

⑥ 兼職及び審議会・研究会委員など 

文部科学省・ 科学技術・学術審議会専門委員  

総合科学技術会議・有識者議員 

経済産業研究所 ファカルティフェロー 

経済産業研究所 「グローバル化・イノベーションと競争政策」研究委員 

文部科学省 科学技術政策研究所 政策課題対応型調査研究およびデータ・情報基盤整備に関する助言員

会委員 

年金シニアプラン総合研究機構 客員研究員 

日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査員 

文部科学省 科学研究費補助金における評価に関する委員会の評価者 

株式会社情報通信総合研究所「市場の不確実性と規制制度の設計に関する研究会」 

 

小塩隆士 

 

① 論文 

 （査読制度つき雑誌・単行本に掲載されたもの） 

 Oshio, T., K. Nozaki, and M. Kobayashi, “Division of household labor and marital satisfaction in China, Japan, 

and Korea,” Journal of Family and Economic Issues, forthcoming. 

Oshio, T., K. Nozaki, and M. Kobayashi, “Relative income and happiness in Asia: Evidence from nationwide 

surveys in China, Japan, and Korea,” Social Indicators Research, 104 (3), 2011, pp. 351–367.  

Oshio, T., and M. Kobayashi, “Area-level income inequality and individual happiness: Evidence from Japan,” 

Journal of Happiness Studies, 12 (4), 2011, pp. 633–649.  

Oshio, T., A. S. Oishi, and S. Shimizutani, “Social security reforms and labor force participation of the elderly in 

Japan,” Japanese Economic Review, 62 (2), 2011, pp. 248-271.  

Oguro, K., T. Oshio, and J. Takahata, “Ability transmission, endogenous fertility, and educational subsidy,” 

Applied Economics, forthcoming 

Oguro, K., M. Shimasawa, R. Aoki, and T. Oshio, “Demographic change, intergenerational altruism, and fiscal 

policy: A political economy approach,” Studies in Applied Economics, 6, forthcoming. 

小塩隆士・浦川邦夫「主観的厚生に関する相対所得仮説の検証」『経済研究』第 63 巻第１号, 2012 年, 
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63(1),42-55, 73–102. 

（その他） 

Oshio, T. and S. Shimizutani, “Disability pension program and labor force participation in Japan: An historical 

Perspective,” in David A. Wise ed., Social Security Programs and Retirement around the World: Historical 

Trends in Mortality and Health, Employment, and Disability Insurance Participation and Reforms, 

forthcoming. 

小塩隆士「セーフティ・ネットから外れる理由と現実」西村周三・国立社会保障・人口問題研究所編『日

本社会の生活不安』慶應義塾大学出版会, 2012 年, pp.101–124. 

小塩隆士「医療・介護保険を通じた所得再分配のあり方」鈴木 亘・八代尚宏編『成長産業としての医

療と介護』日本経済新聞出版社, 2011 年, pp.73–102. 

小塩隆士「所得分配と健康」橋本英樹・泉田信行編『医療経済学講義』東京大学出版会, 2011 年, 

pp.217–232. 

小塩隆士・北條雅一「学力を決めるのは学校か家庭か―アジア主要国の比較分析―」樋口美雄・財務総

合政策研究所編『グローバル社会の人材育成・活用』勁草書房, 2012 年, pp.68–90. 

② 書籍 

   小塩隆士『効率と公平を問う』日本評論社，2012 年 1 月. 

③ DP/WP 

  Oshio, T., M. Ueda, and N. Kawakami, “Mediating effects of social support and socioeconomic status on the 

association between childhood interpersonal adversity and adulthood mental health in Japan,” PIE/CIS 

DP-523, 2011, 2011 年 9 月． 

Oshio, T., M. Ueda, and N. Kawakami, “Childhood adversity and adulthood happiness: Evidence from Japan,” 

PIE/CIS DP -529, 2011, 2011 年 11 月． 

Oshio, T. and K. Urakawa, “Neighborhood perceptions, self-rated health, and personality traits: Evidence from 

Japan,” PIE/CIS DP-531, 2011 年 11 月． 

Oshio, T., M. Ueda, and M. Fujii, “The mediating effects of adulthood socioeconomic status and social support on 

adulthood impacts of childhood poverty in Japan,” PIE/CIS DP-538, 2012 年 2 月． 

Takayama, N., S. Inagaki, and T. Oshio, “The Japanese Longitudinal Survey on Employment and Fertility 

(LOSEF): Essential features of the 2011 Internet version and a guide to its users,” PIE/CIS DP-546, , 2012 年

3 月． 

Oshio, T. and S. Shimizutani, “Disability pension program and labor force participation in Japan: A historical 

perspective,” NBER Working Paper, 17052. 

④ 国際会議における報告 

 Oshio, T., “Why are people excluded from safety nets and how do they live without them?” Workshop for the 

International Collaboration Project: Studies on Labour, Tax, and Social Security through the Method of 

Microdata Analysis by Economic and Social Research Institute, Cabinet Office, Government of Japan, 

Tokyo, February 23, 2012. 

http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/publication/cis/dp2011/dp529/text.pdf
http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/publication/cis/dp2011/dp538/text.pdf
http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/publication/cis/dp2011/dp538/text.pdf
http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/publication/cis/dp2011/dp546/text.pdf
http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/publication/cis/dp2011/dp546/text.pdf
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⑤ 講演等 

  Oshio, T., “Economic Perspectives of Social Disparity in Japan,”「社会階層と健康」国際会議 2011, 2011

年 8 月 6 日．  

小塩隆士「子供の貧困」一橋大学・平成 23 年度秋季公開講座，2011 年 10 月 1 日． 

小塩隆士「教育の経済学の展望」（パネリスト）東北大学「社会階層と不平等」教育研究拠点第３回

公開シンポジウム, 2012 年 2 月 22 日 

⑥ 新聞・一般誌への寄稿 

小塩隆士「世代間の所得移転縮小を」日本経済新聞『経済教室』，2011 年 7 月 6 日. 

小塩隆士「所得に応じた負担徹底を」日本経済新聞『経済教室』，2011 年 12 月 7 日. 

⑦ 兼職及び審議会・研究会委員など 

神戸大学 経済学部非常勤講師「法経総合概論Ⅱ」（2010 年度後期） 

内閣府 財政・社会保障の持続可能性に関する経済分析ワーキング・グループ委員 

内閣府 日本経済の実態と政策の在り方に関するワーキング・グループ委員 

厚生労働省 社会保障審議会年金部会委員 

厚生労働省 社会保障審議会年金部会 年金財政における経済前提と積立金運用のあり方に関する専

門委員会委員 

経済産業省 経済成長と整合的な社会保障のあり方に関する研究会座長 

国立社会保障・人口問題研究所 『季刊社会保障研究』編集委員会委員 

 

稲垣誠一 

 

① 論文 

（査読制度つき雑誌・単行本に掲載されたもの） 

稲垣誠一「後期高齢者の家族構成、子との同居の状況と所得の将来推計」『日本の統計と統計調査―現状

と将来展望―』 財団法人統計研究会, 2011 年 8 月, pp.21–30. 

四方理人・村上雅俊・稲垣誠一「国民年金保険料における未納・免除・猶予・追納の分析」『三田学会雑

誌』104 巻第 4 号, 2012 年 1 月, pp.63–79. 

稲垣誠一「1950 年代生まれの所得格差と就業行動―ねんきん定期便の加入履歴等に関するインターネッ

ト調査の概要と分析―」『日本統計学会誌』, 第 41 巻第 2 号, 2012 年 3 月, pp.285–317. 

（その他） 

稲垣誠一「支給開始年齢の引上げ―マクロの財政論ではなく、ミクロの分配論から考える―」『年金と経

済』第 30 巻第 4 号, 年金シニアプラン総合研究機構, 2012 年 1 月, pp.3–9. 

② DP/WP 

稲垣誠一「新聞各社の年金制度改革案の政策シミュレーション―年金制度改革案の政策評価と修正の提

案―」PIE/CIS DP-519, 2011 年 6 月. 

Takayama, N., S. Inagaki, and T. Oshio, “The Japanese Longitudinal Survey on Employment and Fertility 

http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/publication/cis/dp2011/dp546/text.pdf
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(LOSEF): Essential features of the 2011 Internet version and a guide to its users,” PIE/CIS DP-546, 2012 年 3

月. 

③ 国際会議における報告 

Inagaki, S., “Simulating policy alternatives for public pension in Japan,” The Third General Conference of the 

International Microsimulation Association, Stockholm, June 8–10, 2011. 

Inagaki, S., “Simulating policy alternatives for public pension in Japan," MiDal Final Conference 2011, 

Luxemburg, November 28–30, 2011. 

Inagaki, S., “Simulating policy alternatives for public pension in Japan,” Federal Planning Bureau, Brussels, 

December 1, 2011. 

Inagaki, S., “Evaluating the Poverty Effects of the Current Macroeconomic Slide Pension System on the Elderly 

Population in Japan,” Workshop for the International Collaboration Project: Studies on Labour, Tax, and 

Social Security through the Method of Microdata Analysis by Economic and Social Research Institute, 

Cabinet Office, Government of Japan, Tokyo, February 23, 2012. 

④ 国内学会・研究会等における報告 

稲垣誠一「ねんきん定期便を利用したパネルデータの作成と統計解析―1950 年代生まれの所得格差と就

業構造―」2011 年度統計関連学会連合大会, 九州大学, 2011 年 9 月 4～7 日. 

⑤ 講演 

稲垣誠一「日本の年金制度改革―将来の高齢者の姿と所得保障のあり方を考える―」一橋大学平成 23

年度秋季公開講座，一橋大学，2011 年 10 月 8 日. 

⑥ 新聞・一般紙への寄稿 

稲垣誠一「人口」『ブリタニカ国際年鑑 2011』, ブリタニカ・ジャパン株式会社, 2011 年 4 月, pp.264-266. 

稲垣誠一「公的年金・私的年金の役割分担の見直し―公的年金には長寿リスクを、私的年金にはつなぎ

機能を―」『みずほ年金レポート』2011.5/6 No.97, 2011 年 6 月, pp.31–43.  

稲垣誠一「公私の役割分担の見直しと年金制度改革」『月刊企業年金』第 31 巻第 3 号, 企業年金連合会, 

2012 年 3 月, pp.24–27. 

稲垣誠一「人口」『ブリタニカ国際年鑑 2012』, ブリタニカ・ジャパン株式会社, 近刊. 

稲垣誠一「クウェートの公的年金制度」『年金と経済』, 年金シニアプラン総合研究機構, 近刊. 

⑦ 兼職及び審議会・研究会委員など 

関西大学ソシオネットワーク戦略研究機構 機構研究員 

国際ソシオネットワーク戦略学会 評議員 

国立社会保障・人口問題研究所「社会保障モデルの評価・実用化事業」プロジェクト委員 

東京国際大学 非常勤講師 

日本年金学会 会計幹事 

A member of the Committee of Actuaries, United Nations Joint Staff Pension Board (from 1 January 2012 

through 31 December 2014) 
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小林慶一郎 

 

① 著書 

 小黒一正・小林慶一郎『日本破綻を防ぐ ２つのプラン』（日本経済新聞出版社） 

② 論文 

（査読制度つき雑誌・単行本に掲載されたもの） 

Kobayashi, K., T. Nakajima and M. Inaba, “Collateral constraint and news-driven cycles,” 

Macroeconomic Dynamics, 16 (5), 2012.  

Kobayashi, K., K. Nutahara, and M. Inaba,“Credit, externalities, and non-optimality of the 

Friedman rule,” Theoretical Economics Letters, forthcoming. 

（その他のもの） 

Kobayashi Keiichiro, “Public Debt Management and Exchange Rate Policy in the Open Economy.” 

内閣府国際共同研究報告書. 

小林慶一郎「開放経済系における国債管理と為替政策―二国 FTPL モデルによる理論的考察」内閣府国

際共同研究報告書. 

③ DP/WP 

Kobayashi, K. and T. Nakajima, “Systemic Bank Runs in a DSGE model,” mimeo. 

Kobayashi, K. and D. Shirai, “Debt-ridden borrowers and productivity slowdown,” mimeo. 

④ 国際会議における報告 

Kobayashi, K., “Diamond-Rajan Bank Runs in a Production Economy,” Econometric Society Asian 

Meeting (Seoul), 2011 年 8 月 13 日. 

Kobayashi, K. “Alleviating a Fiscal Crisis in an Open Economy: A Theoretical Inquiry Using a Bilateral FTPL 

Model,” Workshop for the International Collaboration Project: Studies on Labour, Tax, and Social Security 

through the Method of Microdata Analysis by Economic and Social Research Institute, Cabinet Office, 

Government of Japan, Tokyo, February 23, 2012. 

⑤ 国内学会・研究会等における報告 

Kobayashi, K., “Diamond-Rajan Bank Runs in a Production Economy,” 東京大学マクロワークショッ

プ 2011 年 6 月 16 日. 

Kobayashi Keiichiro and T. Nakajima, “Systemic Bank Runs in a DSGE model,” CIGS Conference 

on Macroeconomic Theory and Policy 2011 年 8 月 8 日. 

  Kobayashi, K. and D. Shirai, “Debt-ridden borrowers and productivity slowdown,” GRIPS 

conference on Macroeconomic Theory and Policy 2012 年 3 月 2 日. 

 Kobayashi, K., “Comments on Sato and Oguro paper,”日本経済学会における討論者 2011 年 10 月 29

日 

⑥ 講演 

小林慶一郎「大震災後の経済政策の方向性」報告 一橋大学公開討論会『大震災からの復興を考える』
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2011 年 5 月. 

小林慶一郎「日本の経済政策の方向性」講演 経団連 2011 年 9 月 6 日. 

小林慶一郎「日本の経済政策の課題」報告 日本計画行政学会第 34 回全国大会『財政の持続可能性－

大震災後の状況を踏まえて－』 2011 年 9 月. 

小林慶一郎「リスク社会をどう生きるか」講演 四大学連合文化講演会 2011 年 10 月. 

小林慶一郎「財政危機とマクロ経済学」講演 財務省財務総合政策研究所ランチミーティング 2011 年

10 月. 

小林慶一郎「日本の財政の持続性について」講演 東京大学公共政策大学院 ERES 公開フォーラム 

2012 年 2 月 10 日. 

小林慶一郎「バランスシート問題と長期不況」報告 一橋大学政策フォーラム・グローバル COE プロ

グラム公開討論会『国際的に広がる政府債務危機と金融不安』2012 年 2 月 15 日. 

⑦ 新聞・一般紙への寄稿  

小林慶一郎 日本経済新聞「経済教室」欄 4 か月に 1 回連載（エコノミクストレンド） 

  小林慶一郎『週刊ダイヤモンド』「データフォーカス」欄，2 ヶ月に 1 回の連載 

⑧ 兼職及び審議会・研究会委員など 

経済産業研究所上席研究員 

キヤノングローバル戦略研究所研究主幹 

東京財団上席研究員 

中央大学公共政策大学院客員教授 

慶應義塾大学特任教授 

日経 CNBC「ニュースゾーン」コメンテーター 

 

堀 雅博 

 

① 論文 

（査読制度つき雑誌・単行本に掲載されたもの） 

 Hori, M. and Y. C. Wong, "Costs of Myanmar's multiple exchange-rate regime," Journal of International Trade 

and Economic Development, forthcoming. 

 Hamaaki, J., M. Hori, S. Maeda, and K. Murata, “Changes in the Japanese Employment System in the Two Lost 

Decades.”Industrial and Labor Relations Review, forthcoming. 

（その他） 

濱秋純哉・堀雅博・前田佐恵子・村田啓子、「低成長と日本的雇用慣行─年功賃金と終身雇用の補完性を

巡って」、『日本労働研究雑誌』2011年6月号(No.611)。 

濱秋純哉・堀雅博、「我が国世帯における資産の世代間移転と資産格差：アンケート調査の個票を用いた

実証分析」、『季刊個人金融』、第6巻2号、2011年7月、27-38頁。 

② DP/WP 
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Hamaaki, J., M. Hori, S. Maeda, and K. Murata, "How Does the First Job Matter for an Individual’s Career Life in 

Japan?," CIS Discussion paper series 516, Center for Intergenerational Studies, Institute of Economic 

Research, Hitotsubashi University, May 2011.  

村田啓子・濱秋純哉・堀雅博、「退職一時金の実態と決定要因：アンケート個票を用いた実証分析」CIS 

Discussion paper series 521, Center for Intergenerational Studies, Institute of Economic Research, 

Hitotsubashi University, July 2011. 

Hori, M. "The expenditure on children in Japan," CIS Discussion paper series 527, Center for Intergenerational 

Studies, Institute of Economic Research, Hitotsubashi University, November 2011.  

Hori, M. and M. Kawagoe, "Inflation Expectations of Japanese Households: Micro Evidence from a Consumer 

Confidence Survey," CIS Discussion paper series 530, Center for Intergenerational Studies, Institute of 

Economic Research, Hitotsubashi University, November 2011. 

Hori, M. and S. Shimizutani, "Do Households Smooth Expenditure over Anticipated Income Changes? Evidence 

from Bonus Payments to Public Employees in Japan," CIS Discussion paper series 532, Center for 

Intergenerational Studies, Institute of Economic Research, Hitotsubashi University, December 2011. 

Hamaaki, J., M. Hori, and K. Murata, " Intergenerational Transfers and Asset Inequality in Japan: Empirical 

Evidence from New Survey Data," CIS Discussion paper series 544, Center for Intergenerational Studies, 

Institute of Economic Research, Hitotsubashi University, March 2012.  

③ 国際会議における報告 

Hori, M. and K. Iwamoto, “Erosion in Japan’s Seniority Wages, and Lifetime Income: Evidence based on 

administrative data records,” Workshop for the International Collaboration Project: Studies on Labour, Tax, 

and Social Security through the Method of Microdata Analysis, Economic and Social Research Institute, 

Cabinet Office, Government of Japan, Tokyo, February 23, 2012. 

Hori, M. “The Run on Daily Foods and Goods after the Tohoku Earthquake: Evidence based on a homescan 

dataset,” Consumption and Prices: Investigation of Homescan Data by Research Center for Price Dynamics, 

Hitotsubashi University, March 16-17, 2012. 

④ 国内学会・研究会等における報告 

濱秋純哉・堀雅博・村田啓子 ”Intergenerational Transfers and Asset Inequality in Japan: Empirical Evidence from 

a New Survey Data,” 日本経済学会 2011 年度春季大会、熊本学園大学、2011 年５月 21 日、22 日。 

堀雅博・清水谷諭 "Do Households Smooth Expenditure over Anticipated Income Changes? Evidence from Bonus 

Payments to Public Employees in Japan." マクロ・金融ワークショップ（一橋大学）、2012 年１月 17 日。 

濱秋純哉・堀雅博・村田啓子 "Intergenerational Transfers and Asset Inequality in Japan: Empirical Evidence from 

a New Survey Data." 「世代間問題研究会」／マイクロシミュレーション研究会 (共催)（一橋大学）、

2012 年２月 29 日。 

⑤ 兼職及び審議会・研究会委員など 

内閣府経済社会総合研究所客員主任研究官 
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小黒一正 

 

① 著書 

明治大学世代間政策研究所編集『20 歳からの社会科』日本経済新聞出版社、2012 年． 

小黒一正・小林慶一郎『日本破綻を防ぐ 2 つのプラン』日本経済新聞出版社、2011 年． 

小黒一正・島澤諭『Matlab によるマクロ経済モデル入門 少子高齢化経済分析の世代重複モデルアプロ

ーチ』日本評論社、2011 年． 

佐藤主光・小黒一正『震災復興: 地震災害に強い社会・経済の構築』日本評論社、2011 年． 

池田信夫・小黒一正・澤昭裕・村上憲郎・小幡積『3・11 後 日本経済はこうなる！』朝日新聞出版、2011

年． 

② 論文 

（査読制度つき雑誌・単行本に掲載されたもの） 

Oguro, K., T. Oshio, and J. Takahata, “Ability transmission, endogenous fertility, and educational subsidy,” 

Applied Economics, forthcoming 

Oguro, K., M. Shimasawa, R. Aoki, and T. Oshio, “Demographic Change, Intergenerational Altruism, and Fiscal 

Policy: A Political Economy Approach,” Studies in Applied Economics, 6, forthcoming.  

Oguro, K., J. Takahata, and M. Shimasawa, “Child Benefit and Fiscal Burden: OLG Model with Endogenous 

Fertility”, Modern Economy, 2 (4), 2011, pp.602-613. 

（その他のもの） 

小黒(2011.5)「子育て支援の財源選択と世代間効用－人口内生 OLG モデルの視点から－」『季刊個人金融』

6 (1), 2011, pp.50–63. 

③ DP 

Oguro, K., and Sato, M., “Default Risk on Government Bonds, Deflation, and Inflation,” PIE/CIS DP-537, 

February 2012. 

Ishida, R., Oguro, K., and Takahata, J., “Child Benefit and Fiscal Burden in the Endogenous Fertility Setting,” 

PIE/CIS DP-533, January 2012. 

Oguro, K., and Sato, M., “Public Debt Accumulation and Fiscal Consolidation,” PIE/CIS DP-517, May 2011. 

④ 国際会議における報告 

Oguro, K., “Child benefits, public pension reform, and welfare for current and future generations: Simulation 

analyses in an overlapping-generations model with endogenous fertility,” 韓国応用経済学会（KAAE）報告、

ソウル、2011 年 4 月． 

Oguro, K., “Public Debt and Interest Rates on Government Bonds,” Workshop for the International 

Collaboration Project: Studies on Labour, Tax, and Social Security through the Method of Microdata Analysis, 

Economic and Social Research Institute, Cabinet Office, Government of Japan, Tokyo, February 23, 2012. 

Oguro, K., “Default Risk on Government Bonds, Deflation, and Inflation,” Asian Economic Policy Review 

(Vol.7,No.2) Conference “Fiscal Policy and Sovereign Debt,” Tokyo, March 25, 2012. 
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⑤ 国内学会・研究会等における報告 

小黒一正「 震災に強い日本をどう構築するか－主に財政の視点から」日本応用経済学会 2011 年度秋季

大会・特別セッション「東日本大震災からの日本の課題」講演, 2011 年 11 月． 

Oguro, K., “Public Debt Accumulation and Fiscal Consolidation” (with M. Sato), 日本経済学会 2011 年度秋季

大会報告, 2011 年 10 月． 

小黒一正「財政・世代間問題を巡る課題」日本計画行政学会第 34 回全国大会「財政の持続可能性－大震

災後の状況を踏まえて－」報告, 2011 年 9 月． 

Oguro, K., “Demographic Change, Intergenerational Altruism, and Fiscal Policy: A Political Economy Approach,”

日本応用経済学会報告, 2011 年 6 月． 

⑥ 新聞・一般紙への寄稿 

小黒一正「公的債務と世代間格差の改善は消費を活性化させる 財政再建は経済成長を鈍らせるか？」日

経ビジネス ON LINE、2012 年 3 月 

小黒一正「学者に聞け！ 視点争点 首都直下地震の前に財政再建を」週刊エコノミスト（3月 13日号）、

2012 年 3 月 

小黒一正「「国債の 92％が国内消化だから大丈夫」という神話は本当か？ 急速に高まる海外投資家の影

響力」日経ビジネス ON LINE、2012 年 2 月 

小黒一正「学者に聞け！ 視点争点 日本の年金財政にきちんとした監査を」週刊エコノミスト（2 月 7

日号）、2012 年 1 月 

小黒一正「特集 欧州危機と日本国債 限界が近づく日本財政 「社会保障・税の一体改革」は止血剤、

さらなる抜本改革を」週刊金融財政事情 Vol.63-No.1 (2012 年 1 月 2 日発刊)、2012 年 1 月 

小黒一正「国民貯蓄と貿易収支の赤字が示す日本経済破綻のシナリオ 「双子の赤字」を回避するのに財

政再建が欠かせない」日経ビジネス ON LINE、2012 年 1 月 

小黒一正「学者に聞け！ 視点争点 歳出削減を阻む「ただ乗り」週刊エコノミスト（12 月 27 日号）、

2011 年 12 月 

小黒一正「震災は今回が最後ではない：震災に強い日本経済を構築するためにも、社会保障と税の一体

改革を進めよ」JOYO ARC Vol.43-No.506 (2011 年 12 月 1 日発行)、2011 年 12 月 

小黒一正「イタリア公債も、10 年前は約 8 割が国内消化だった消費税を現状に据え置くと何が起こる

か？」日経ビジネス ON LINE、2011 年 11 月 

Oguro, K., “The Nation Needs to Conduct Fiscal Policy Reforms that Correct the Unfairness Between the 

Generations”, Japan Echo Web, No.8 (October/November 2011), November 2011. 

小黒一正「学者に聞け！ 視点争点 経済成長だけでは難しい財政再建」週刊エコノミスト（11 月 22 日

号）、2011 年 11 月 

小黒一正「「暗黙の債務」の推計から議論を始めよ 年金支給年齢引上げで衝撃広がる」日経ビジネス ON 

LINE、2011 年 11 月 

小黒一正「学者に聞け！ 視点争点 限界近づく日本の国債消化能力」週刊エコノミスト（10月 18日号）、

2011 年 10 月 
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小黒一正「ゲーム理論で説明する、財政改革が進まない理由 「ただ乗り」の気持ちが歳出削減を滞らせ

る」日経ビジネス ON LINE、2011 年 10 月 

小黒一正「学者が斬る 「世代間格差」を是正する財政改革を」週刊エコノミスト（9 月 13 日特大号）、

2011 年 9 月 

小黒一正「「増税」と対立するのは「反増税」ではない 社会保障費の削減が政治的に主張されない理由」

日経ビジネス ON LINE、2011 年 9 月 

小黒一正「限界に近づく日本財政 国民貯蓄減で生産縮小も」日本経済新聞（朝刊）・経済教室、2011

年 8 月 

小黒一正「震災復興の活路 マクロ経済への影響試算と今後の政策的課題」連合総研レポート No.262

（2011 年 7・8 月号）、2011 年 7 月 

小黒一正「世代別選挙区を採用したら議席配分はどうなる？ 現在 80 人しかいない“青年”衆議院議員が

160 人になる可能性」日経ビジネス ON LINE、2011 年 7 月 

小黒一正「世代間格差の改善のため「1 票の格差」を是正せよ ドメイン投票法は考察する価値あり」日

経ビジネス ON LINE、2011 年 6 月 

小黒一正「震災と経済 vol.1 東日本大震災がマクロ経済に及ぼす影響について」経済セミナー（2011

年 6・7 月号)、2011 年 5 月 

小黒一正「新刊短評 日本財政学会編『少子高齢化社会の財政システム』有斐閣」『人口学研究』第 47

号、2011 年 5 月 

小黒一正「震災復興は財政再建の言い訳にはならない 長期金利が低いのは市場が再建を期待しているか

ら」日経ビジネス ON LINE、2011 年 5 月 

小黒一正「震災で４元連立方程式化した財政問題 財政・社会保障改革の手を緩めるな」日経ビジネス

ON LINE、2011 年 4 月 

⑦ 講演 

小黒一正「迫りくる首都直下地震と経済財政」一橋大学シンポジウム「東日本大震災から一年：復興へ

の絆と政策課題」報告、2012 年 3 月 20 日 

小黒一正「日本財政を巡る課題」参議院行政監視委員会「我が国財政の現状と政策上の課題」意見陳述、

2012 年 3 月 

小黒一正「日本財政を巡る課題」一橋大学政策フォーラム「国際的に広がる政府債務危機と金融不安」

報告、2012 年 2 月 

小黒一正「財政再建と成長に向けた 戦略について - 世代間格差改善の視点から -」経済団体連合会・

合同企画部会（経済政策委員会・財政制度委員会）講演、2012 年 2 月 

小黒一正「わが国の財政リスク」経済団体連合会・21 世紀政策研究所プロジェクト「第 3 回税制勉強会」

講演、2012 年 1 月 

小黒一正「「超」高齢化社会における財政・社会保障の再生プラン－財政の持続可能性と世代間公平の同

時達成に向けて－」MS&AD 基礎研究所・医療制度勉強会講演、2011 年 12 月 

小黒一正「「超」高齢化社会における財政・社会保障の再生プラン－財政の持続可能性と世代間公平の同
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時達成に向けて－」日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会・第 4 回学術集会招請講演、2011 年 12

月 

小黒一正「限界が近づく日本財政と社会保障の再生プラン － 2020 年までが分岐点」九州大学大学院医

学研究院（精神病態医学）主催講演、2011 年 12 月 

小黒一正「3.11 後、財政を巡る課題」SMBC フレンド証券（第 7 回講演会）講演、2011 年 10 月 

小黒一正「問題提起② 財政・世代間問題を巡る課題と論点」日本総研・一橋大学共催シンポジウム「税・

社会保障改革の遂行に向けて～制度のサステナビリティーをどう確保するか～」報告、2011 年 9 月 

小黒一正「人口動態変化と財政を巡る課題－世代間公平の視点から－」第 32 回数理の翼夏季セミナー

講演、2011 年 8 月 

小黒一正「震災と財政を巡る今後の課題」一橋大学・一橋大学グローバル COE プログラム「社会科学

の高度統計・実証分析拠点構築」主催「2011 年度一橋大学政策フォーラム 公開討論会「大震災から

の復興を考える」」報告、2011 年 5 月 

小黒一正「財政・社会保障の再生プラン－財政の持続可能性と世代間公平の同時達成に向けて－」参議

院「国民生活・経済・社会保障に関する調査会」意見陳述、2011 年 5 月 

⑧ 兼職及び審議会・研究会委員など 

内閣府 経済社会構造に関する有識者会議 制度・規範 WG「世代会計専門チーム」メンバー（2011 年

12 月～） 

国立社会保障・人口問題研究所「社会保障モデルの評価・実用化事業」プロジェクト委員（2007 年 11

月～） 

内閣府経済社会総合研究所 客員研究員（2011 年 4 月～） 

財務総合政策研究所 コンサルティングフェロー（2010 年 9 月～） 

経済産業研究所 コンサルティングフェロー（2008 年 9 月～） 


